
(57)【要約】

【課題】　作業効率の低下を招くことなく、所望のマス

クパターンを得る。

【解決手段】　マスクパターンのエッジを規定する補正

前パターンエッジ規定工程と、該パターンエッジと、設

計パターンのパターンエッジとの乖離値に基づいて接近

点と隔絶点を設定する乖離位置設定工程と、隔絶点から

所定の範囲内にある各エッジに対し補正を施し、マスク

パターン側での近接点光強度の変化量が小さくなり、か

つ隔絶点光強度の変化量が大きくなるエッジを選定する

エッジ選定工程と、補正対象エッジに対し、補正後の隔

絶点光強度が補正基準を満たすべく補正を施す補正工程

と、補正したマスクパターンのパターンエッジを規定す

る補正後パターンエッジ規定工程と、規定した補正パタ

ーンエッジと設計パターンのエッジとの乖離が所定の補

正終了判定基準内であるとき、補正を終了する終了判定

工程とで構成される修正方法。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 設 計 パ タ ー ン に 対 応 し た マ ス ク パ タ ー ン を 光 リ ソ グ ラ フ ィ で 得 る た め に 、 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン の 補 正 を 行 う 方 法 に お い て 、
　 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い て 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン に お け る
パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、
　 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 、 前 記 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー ン エ ッ ジ と の 乖 離 値 が 小 さ い 設
計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 接 近 点 、 乖 離 値 が 大 き い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 隔 絶 点 と し て 設 定
す る 乖 離 位 置 設 定 工 程 と 、
　 前 記 隔 絶 点 か ら 所 定 の 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 各 エ ッ ジ に 対 し 、 微 小 量 補
正 を 施 し 、 前 記 近 接 点 に 対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位 置 で の 光 強 度 と 前 記 隔 絶 点 に
対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位 置 で の 光 強 度 と の 変 化 量 を 求 め 、 近 接 点 光 強 度 の 変 化
量 が 小 さ く な り 、 か つ 隔 絶 点 光 強 度 の 変 化 量 が 大 き く な る 補 正 対 象 エ ッ ジ を 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン 側 の 前 記 各 エ ッ ジ か ら 選 定 す る エ ッ ジ 選 定 工 程 と 、
　 選 定 し た 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 対 し 、 補 正 後 の 前 記 隔 絶 点 光 強 度 が 所 定 の 補 正 基 準 を 満
た す べ く 、 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 す こ と を 繰 返 す 補 正 工 程 と 、
　 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 し た マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い て
、 改 め て 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 後 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、
　 改 め て 規 定 し た 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 乖 離 が 所 定 の 補 正 終 了
判 定 基 準 内 で あ る と き 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 終 了 す る 終 了 判 定 工 程 と で 構 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 設 計 パ タ ー ン に 対 応 し た マ ス ク パ タ ー ン を 光 リ ソ グ ラ フ ィ で 得 る た め に 、 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン の 補 正 を 行 う 方 法 に お い て 、
　 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い て 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン に お け る
パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、
　 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 、 前 記 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー ン エ ッ ジ と の 乖 離 値 が 小 さ い 設
計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 接 近 点 、 乖 離 値 が 大 き い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 隔 絶 点 と し て 設 定
す る 乖 離 位 置 設 定 工 程 と 、
　 前 記 隔 絶 点 か ら 所 定 の 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 各 エ ッ ジ に 対 し 、 微 小 量 補
正 を 施 し 、 前 記 近 接 点 に 対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位 置 で の 光 強 度 と 前 記 隔 絶 点 に
対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位 置 で の 光 強 度 と の 変 化 量 を 求 め 、 近 接 点 光 強 度 の 変 化
量 が 小 さ く な り 、 か つ 隔 絶 点 光 強 度 の 変 化 量 が 大 き く な る 補 正 対 象 エ ッ ジ を 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン 側 の 前 記 各 エ ッ ジ か ら 選 定 す る エ ッ ジ 選 定 工 程 と 、
　 選 定 し た 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 し 、 補 正 後 の マ ス ク パ タ ー ン の 前 記 近 接 点 光 強
度 お よ び 前 記 隔 絶 点 光 強 度 を 求 め 、 前 記 近 接 点 光 強 度 が 所 定 の 選 定 判 断 基 準 値 よ り 外 れ て
い る と き 、 改 め て エ ッ ジ 選 定 工 程 を 行 な い 、 前 記 選 定 判 断 基 準 値 内 で あ る と き に は 補 正 後
の 前 記 隔 絶 点 光 強 度 が 所 定 の 補 正 基 準 を 満 た す べ く 、 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 す こ
と を 繰 返 す 補 正 工 程 と 、
　 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 し た マ ス ク パ タ ー ン の 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い
て 、 改 め て 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 後 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、
　 改 め て 規 定 し た 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 乖 離 が 所 定 の 補 正 終 了
判 定 基 準 内 で あ る と き 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 終 了 す る 終 了 判 定 工 程 と で 構 成 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 エ ッ ジ 選 定 工 程 は 、 前 記 隔 絶 点 か ら 近 接 効 果 補 正 の 及 ぶ 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン 側 の 各 エ ッ ジ か ら 選 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の マ ス ク
パ タ ー ン の 修 正 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ス ク パ タ ー ン を 用 い た 光 リ ソ グ ラ フ ィ に よ り 、 設 計 パ タ ー ン に 対 応 し た 所
望 の レ ジ ス ト パ タ ー ン を 得 る た め に 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 行 う 方 法 に 関 す る も の
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 装 置 を 形 成 す る た め に リ ソ グ ラ フ ィ 工 程 が あ る 。
　 リ ソ グ ラ フ ィ 工 程 は 、 レ ジ ス ト に 投 影 光 学 系 の 露 光 機 を 用 い て パ タ ー ニ ン グ を 施 す 処 理
で あ り 、 こ の パ タ ー ニ ン グ を 施 す た め に 露 光 機 に は 、 レ チ ク ル と 称 さ れ る マ ス ク パ タ ー ン
を 備 え て お り 、 該 マ ス ク パ タ ー ン に 光 を 照 射 し て 透 過 し た 像 で レ ジ ス ト に パ タ ー ニ ン グ を
施 す 。
　 と こ ろ で 、 前 記 し た マ ス ク パ タ ー ン を 用 い た 露 光 機 で パ タ ー ニ ン グ を 行 う と き 、 当 該 露
光 機 の 解 像 度 の 限 界 性 能 に 近 い と 、 設 計 パ タ ー ン の 形 状 と 異 な っ た パ タ ー ン 形 状 に な っ て
し ま う 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め に マ ス ク パ タ ー ン に 補 正 を 施 し て 、 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー ン 形 状 に
近 づ け る 、 い わ ゆ る 光 近 接 効 果 補 正 （ Optical Proximity Correction） が 行 な わ れ て い る
。
　 こ の 光 近 接 効 果 補 正 を 位 相 シ フ ト マ ス ク に よ る ２ 回 露 光 の 例 で 説 明 す る 。 設 計 さ れ た パ
タ ー ン １ ０ が 図 ２ に 示 さ れ て お り 、 該 パ タ ー ン を マ ス ク パ タ ー ン と し て レ ジ ス ト に パ タ ー
ニ ン グ を 行 な う た め の 位 相 シ フ ト マ ス ク が 図 ３ に Ｃ ｒ ト リ ム マ ス ク が 図 ４ に 示 さ れ て お り
、 こ れ ら の マ ス ク の 重 ね 合 わ せ 露 光 で レ ジ ス ト に パ タ ー ニ ン グ を 行 な っ た と き の レ ジ ス ト
パ タ ー ン ２ ０ が 図 ５ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 設 計 パ タ ー ン １ ０ は 、 １ つ の 矩 形 と 、 該 矩 形 の 各 両 端 に 前 記 矩 形 よ り 横 幅 寸 法 が 大 き な
矩 形 が そ れ ぞ れ 接 し た 形 状 で あ る 。 こ の よ う な 形 状 で 単 に パ タ ー ニ ン グ を 行 な っ た と き の
レ ジ ス ト パ タ ー ン は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 矩 形 の 角 が 面 取 り さ れ 、 図 ２ の 位 置 ａ お よ び 位
置 ｂ に 対 応 す る 図 ５ の 位 置 ａ ’ お よ び 位 置 ｂ ’ の 横 幅 寸 法 は 位 置 ａ お よ び 位 置 ｂ の 横 幅 寸
法 よ り 大 き く 形 成 さ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 し た 位 相 シ フ ト マ ス ク ３ ０ は 、 Ｃ ｒ 遮 光 部 分 ３ １ と 、 ０ 度 の 位 相 シ フ タ
ー ３ ２ と 、 １ ８ ０ 度 の 位 相 シ フ タ ー ３ ３ と を 有 し て お り 、 Ｃ ｒ 遮 光 部 分 ３ １ に ０ 度 位 相 シ
フ タ ー ３ ２ お よ び １ ８ ０ 度 位 相 シ フ タ ー ３ ３ が 含 ま れ て い る 。 図 ３ に 示 す 位 相 シ フ ト マ ス
ク ３ ０ に お い て 、 頂 点 ３ ４ お よ び 頂 点 ３ ５ 間 で 規 定 さ れ る 線 を エ ッ ジ ３ ５ と 称 し 、 こ の エ
ッ ジ は 位 相 シ フ ト マ ス ク ３ ０ 以 外 に 設 計 パ タ ー ン １ ０ や レ ジ ス ト パ タ ー ン ２ ０ な ど の 規 定
可 能 の 線 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 光 近 接 効 果 法 は 、 予 め 図 ３ の 位 相 シ フ ト マ ス ク ３ ０ の エ ッ ジ や 図 ４ の Ｃ ｒ ト リ ム マ ス ク
４ ０ の エ ッ ジ に 補 正 を 施 し 、 露 光 に よ り 転 写 さ れ る パ タ ー ン を 設 計 パ タ ー ン １ ０ に 近 づ け
る 手 法 で あ る 。 す な わ ち 、 図 ５ の 位 置 ａ ’ お よ び 位 置 ｂ ’ は 、 横 幅 寸 法 が 大 き く 形 成 さ れ
て し ま う こ と か ら 、 位 置 ａ ’ お よ び 位 置 ｂ ’ の 横 幅 寸 法 が 大 き く 形 成 さ れ な い よ う に 、 該
位 置 ａ ’ お よ び 位 置 ｂ ’ に 対 応 し て い る 設 計 パ タ ー ン １ ０ の 位 置 ａ お よ び 位 置 ｂ に 対 応 し
て い る 位 相 シ フ ト マ ス ク ３ ０ や Ｃ ｒ ト リ ム マ ス ク ４ ０ な ど の マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ 形 状
に 対 し 補 正 を 施 す 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 前 記 し た 光 近 接 効 果 補 正 に よ る マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 が 、 特 許 文 献 １ ～
特 許 文 献 ３ に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、 光 近 接 効 果 補 正 を 行 う べ く 、 マ ス ク パ タ ー ン を モ デ ル 化 し て 、 光
強 度 分 布 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン し て 当 該 マ ス ク パ タ ー ン に 補 正 を 施 す 方 法 が 開 示 さ れ て い る
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。
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に よ れ ば 、 マ ス ク パ タ ー ン を 分 類 化 し て 、 分 類 し た マ ス ク パ タ ー ン に
光 近 接 効 果 補 正 を 施 す 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
　 更 に 、 特 許 文 献 ３ に よ れ ば 、 マ ス ク パ タ ー ン の 外 周 に 沿 っ て 評 価 点 を 付 し て 、 該 評 価 点
に 基 づ い て マ ス ク パ タ ー ン を 補 正 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
　 と こ ろ で 、 前 記 し た 補 正 方 法 で は 、 所 望 の マ ス ク パ タ ー ン を 得 る た め に 、 該 マ ス ク パ タ
ー ン 上 に 照 射 さ れ る 光 の 堆 積 エ ネ ル ギ ー の 強 度 分 布 を ２ 次 元 光 強 度 分 布 と し て 求 め 、 こ の
２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ く シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 繰 返 す こ と で マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 行 っ
て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ４ ９ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ２ － １ ６ ２ ７ ５ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ １ ８ ８ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 と こ ろ が 、 ２ 次 元 光 強 度 分 布 は 堆 積 エ ネ ル ギ ー の 強 度 分 布 を マ ス ク パ タ ー ン 全 域 に お い
て 求 め る 必 要 が あ る こ と か ら 、 該 ２ 次 元 光 強 度 分 布 を 算 出 す る 処 理 が 多 い と 、 マ ス ク パ タ
ー ン の 修 正 に 時 間 を 要 し て し ま い 、 作 業 効 率 が 低 減 し て し ま う 。
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 作 業 効 率 の 低 下 を 招 く こ と な く 、 所 望 の マ ス ク パ タ ー ン を 得
る 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 を 解 決 す る た め に 、 次 の 構 成 を 採 用 す る 。
　 〈 構 成 １ 〉
　 設 計 パ タ ー ン に 対 応 し た マ ス ク パ タ ー ン を 光 リ ソ グ ラ フ ィ で 得 る た め に 、 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン の 補 正 を 行 う 方 法 に お い て 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い
て 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン に お け る パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工
程 と 、 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 、 前 記 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー ン エ ッ ジ と の 乖 離 値 が 小 さ
い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 接 近 点 、 乖 離 値 が 大 き い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 隔 絶 点 と し て
設 定 す る 乖 離 位 置 設 定 工 程 と 、 前 記 隔 絶 点 か ら 所 定 の 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側
の 各 エ ッ ジ に 対 し 、 微 小 量 補 正 を 施 し 、 前 記 近 接 点 に 対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位
置 で の 光 強 度 と 前 記 隔 絶 点 に 対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位 置 で の 光 強 度 と の 変 化 量
を 求 め 、 近 接 点 光 強 度 の 変 化 量 が 小 さ く な り 、 か つ 隔 絶 点 光 強 度 の 変 化 量 が 大 き く な る 補
正 対 象 エ ッ ジ を 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 前 記 各 エ ッ ジ か ら 選 定 す る エ ッ ジ 選 定 工 程 と 、 選
定 し た 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 対 し 、 補 正 後 の 前 記 隔 絶 点 光 強 度 が 所 定 の 補 正 基 準 を 満 た す
べ く 、 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 す こ と を 繰 返 す 補 正 工 程 と 、 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に
補 正 を 施 し た マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い て 、 改 め て 補 正 パ タ ー ン エ
ッ ジ を 規 定 す る 補 正 後 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、 改 め て 規 定 し た 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ と
設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 乖 離 が 所 定 の 補 正 終 了 判 定 基 準 内 で あ る と き 、 前 記 マ ス ク パ タ
ー ン の 補 正 を 終 了 す る 終 了 判 定 工 程 と で 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 〈 構 成 ２ 〉
　 設 計 パ タ ー ン に 対 応 し た マ ス ク パ タ ー ン を 光 リ ソ グ ラ フ ィ で 得 る た め に 、 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン の 補 正 を 行 う 方 法 に お い て 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 に 基 づ い
て 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン に お け る パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工
程 と 、 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 、 前 記 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー ン エ ッ ジ と の 乖 離 値 が 小 さ
い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 接 近 点 、 乖 離 値 が 大 き い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 隔 絶 点 と し て
設 定 す る 乖 離 位 置 設 定 工 程 と 、 前 記 隔 絶 点 か ら 所 定 の 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側
の 各 エ ッ ジ に 対 し 、 微 小 量 補 正 を 施 し 、 前 記 近 接 点 に 対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位
置 で の 光 強 度 と 前 記 隔 絶 点 に 対 応 す る 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 位 置 で の 光 強 度 と の 変 化 量
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を 求 め 、 近 接 点 光 強 度 の 変 化 量 が 小 さ く な り 、 か つ 隔 絶 点 光 強 度 の 変 化 量 が 大 き く な る 補
正 対 象 エ ッ ジ を 前 記 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 前 記 各 エ ッ ジ か ら 選 定 す る エ ッ ジ 選 定 工 程 と 、 選
定 し た 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 し 、 補 正 後 の マ ス ク パ タ ー ン の 前 記 近 接 点 光 強 度 お
よ び 前 記 隔 絶 点 光 強 度 を 求 め 、 前 記 近 接 点 光 強 度 が 所 定 の 選 定 判 断 基 準 値 よ り 外 れ て い る
と き 、 改 め て エ ッ ジ 選 定 工 程 を 行 な い 、 前 記 選 定 判 断 基 準 値 内 で あ る と き に は 補 正 後 の 前
記 隔 絶 点 光 強 度 が 所 定 の 補 正 基 準 を 満 た す べ く 、 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 す こ と を
繰 返 す 補 正 工 程 と 、 前 記 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 し た マ ス ク パ タ ー ン の 全 域 の ２ 次 元 光
強 度 分 布 に 基 づ い て 、 改 め て 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る 補 正 後 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工
程 と 、 改 め て 規 定 し た 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 乖 離 が 所 定 の 補 正
終 了 判 定 基 準 内 で あ る と き 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 終 了 す る 終 了 判 定 工 程 と で 構 成
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 〈 構 成 ３ 〉
　 前 記 エ ッ ジ 選 定 工 程 は 、 前 記 隔 絶 点 か ら 近 接 効 果 補 正 の 及 ぶ 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス ク パ
タ ー ン 側 の 各 エ ッ ジ か ら 選 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 は 、 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 前 記 設 計 パ タ ー ン の
パ タ ー ン エ ッ ジ と の 接 近 点 と 隔 絶 点 と を 求 め 、 該 隔 絶 点 か ら 所 定 の 範 囲 内 に あ る 前 記 マ ス
ク パ タ ー ン 側 の 各 エ ッ ジ に 対 し 微 小 量 補 正 を 施 し 、 該 マ ス ク パ タ ー ン 側 の 前 記 接 近 点 の 位
置 で の 光 強 度 の 変 化 量 が 小 さ く な り 、 か つ 前 記 隔 絶 点 の 位 置 で の 光 強 度 の 変 化 量 が 大 き く
な る 補 正 対 象 エ ッ ジ を 選 定 し 、 選 定 し た 補 正 対 象 エ ッ ジ に 対 し 補 正 後 の 前 記 隔 絶 点 光 強 度
が 所 定 の 補 正 基 準 を 満 た す よ う に 補 正 を 施 す こ と を 繰 返 し 、 補 正 後 の マ ス ク パ タ ー ン に 基
づ い て 改 め て 規 定 し た 補 正 パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と が 所 定 の 補 正 終 了 判
定 基 準 を 満 た す と き 、 前 記 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 終 了 す る こ と に よ り 、 補 正 が 不 必 要 な
パ タ ー ン の 光 強 度 の 影 響 を 抑 え 、 か つ 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー ン エ ッ ジ と マ ス ク パ タ ー ン の
パ タ ー ン エ ッ ジ と の 誤 差 が 大 き な パ タ ー ン エ ッ ジ を 選 択 し て 補 正 を 行 う こ と か ら 、 マ ス ク
パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 を 頻 繁 に 求 め る 必 要 が な く 、 処 理 時 間 を 短 縮 す る こ と が
で き 、 作 業 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 は 、 図 ２ に 示 す 設 計 パ タ ー ン を レ ジ ス ト に 転 写 す る
た め に 図 ３ に 示 す 位 相 シ フ ト マ ス ク お よ び 図 ４ に 示 す Ｃ ｒ ト リ ム マ ス ク な ど の マ ス ク パ タ
ー ン を 用 い て パ タ ー ニ ン グ を 施 し 、 レ ジ ス ト に 転 写 さ れ た レ ジ ス ト パ タ ー ン （ 図 ５ に 示 す
） が 設 計 パ タ ー ン に 近 似 す る よ う に 、 マ ス ク パ タ ー ン に 予 め 補 正 を 施 す 方 法 で あ り 、 す な
わ ち 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、 乖 離 位 置 設 定 工 程 と 、 エ ッ ジ 選 択 工 程 と 、 補 正 工
程 と 、 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 と 、 終 了 判 定 工 程 と で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 各 工 程 を
図 １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 沿 っ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 は 、 先 ず 補 正 す べ き マ ス ク パ タ ー ン を 用 い た シ ミ ュ レ ー
シ ョ ン を 行 な い 、 こ の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に お け る レ ジ ス ト パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分
布 を 補 正 前 の マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 と し て 求 め 、 次 に 求 め た ２ 次 元 光 強
度 の 値 と 所 定 の 閾 値 と を 比 較 し て 当 該 マ ス ク パ タ ー ン に お け る 補 正 前 の パ タ ー ン エ ッ ジ を
規 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 で 求 め た パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の パ タ ー
ン エ ッ ジ と の 乖 離 値 を 求 め る 。 つ ま り 乖 離 位 置 設 定 工 程 で は 、 図 ２ の 設 計 パ タ ー ン に お け
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る 位 置 ａ に 対 応 す る 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ の 位 置 を 求 め 、 求 め た 位 置 と 設 計 パ タ ー ン の 位
置 ａ と の 乖 離 値 を 求 め る 。 こ の よ う に し て 求 め た 乖 離 値 に 基 づ い て 、 乖 離 値 が 最 も 低 い 設
計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 接 近 点 Ｐ １ 、 反 対 に 乖 離 値 が 最 も 高 い 設 計 パ タ ー ン 上 の 位 置 を 隔 絶
点 Ｐ ２ と し て 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ） 。
　 こ の と き 、 隔 絶 点 Ｐ ２ が 複 数 あ る と き 、 先 ず 複 数 の 隔 絶 点 か ら 任 意 の １ 点 を 選 定 す る 。
ま た 接 近 点 Ｐ １ が 複 数 あ る と き 、 隔 絶 点 Ｐ ２ に 最 も 近 い 接 近 点 Ｐ １ を 選 定 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 後 エ ッ ジ 選 定 工 程 で は 、 例 え ば 図 ３ に 示 す 位 相 シ フ ト マ ス ク ３ ０ に お い て 、 頂 点 ３
４ お よ び 頂 点 ３ ５ 間 で 規 定 さ れ る 線 を エ ッ ジ ３ ６ と 称 し 、 こ の よ う に 規 定 さ れ る エ ッ ジ に
お い て 、 特 に 隔 絶 点 Ｐ ２ 近 傍 の 複 数 の エ ッ ジ か ら 、 補 正 対 象 の エ ッ ジ を 選 定 す る （ ス テ ッ
プ Ｓ ３ ０ ） 。
　 こ こ で 、 エ ッ ジ 選 定 工 程 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 隔 絶 点 Ｐ ２ か ら 所 定 の 距 離 離 れ た 範 囲 に あ る マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ Ｍ ｎ （ ｎ ＝ １ 、 ２
、 ・ ・ ・ ） の 各 々 に つ い て 、 マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ を 微 小 量 ｄ Ｍ ｎ だ け 動 か し た と き の
、 近 接 点 Ｐ １ に お け る 光 強 度 の 変 化 量 ｄ Ｉ （ Ｐ １ ） ／ ｄ Ｍ ｎ と 、 隔 絶 点 Ｐ ２ に お け る 光 強
度 の 変 化 量 ｄ Ｉ （ Ｐ ２ ） ／ ｄ Ｍ ｎ と を 求 め 、 ｄ Ｉ （ Ｐ １ ） ／ ｄ Ｍ ｎ が ０ 乃 至 最 小 と な り 、
か つ ｄ Ｉ （ Ｐ ２ ） ／ ｄ Ｍ ｎ が 最 大 と な る マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ Ｍ ｎ を 、 補 正 対 象 エ ッ ジ
と し て 選 択 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 補 正 対 象 エ ッ ジ は 、 近 接 点 Ｐ １ と 隔 絶 点 Ｐ ２ と の ２ 点 の 光 強 度 を 求 め 、 そ の 変 化 量 に 基
づ い て 選 択 を 行 う こ と に よ り 、 マ ス ク パ タ ー ン 全 域 、 す な わ ち マ ス ク パ タ ー ン 全 域 に お け
る 各 点 で の ２ 次 元 光 強 度 を 求 め る 必 要 が な い こ と か ら 、 処 理 時 間 を 短 縮 す る こ と が で き る
。
　 ま た 隔 絶 点 Ｐ ２ に お け る 変 化 量 が 大 き く 、 か つ 近 接 点 Ｐ １ に お け る 変 化 量 が 少 な い エ ッ
ジ を 補 正 対 象 と し て 選 択 す る こ と に よ り 、 設 計 パ タ ー ン と の 乖 離 値 が 大 き な エ ッ ジ に 対 し
補 正 を 施 す こ と が で き 、 か つ 設 計 パ タ ー ン と の 乖 離 値 が 小 さ い 近 接 点 で は 、 そ の 補 正 の 影
響 の お よ ぶ 恐 れ を 抑 え る こ と が で き る 。
　 と こ ろ で 、 前 記 所 定 の 距 離 は 例 え ば 光 近 接 効 果 補 正 が 及 ぶ 範 囲 の 距 離 と し て 露 光 波 長 の
２ 倍 を 適 用 す る 。 ま た 、 こ の 所 定 の 距 離 は 露 光 波 長 の ２ 倍 に 限 る 必 要 は な く 、 適 宜 変 更 し
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 の 補 正 工 程 が ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ～ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に 示 さ れ て い る 。
　 先 ず 、 選 択 し た マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ に 対 し 補 正 を 施 す （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ） 。 例 え ば
、 図 ３ の マ ス ク パ タ ー ン と し て の 位 相 シ フ ト マ ス ク の エ ッ ジ ３ ６ の 補 正 は 、 ０ 度 位 相 シ フ
タ ー ３ １ の 矩 形 形 状 の 縦 方 向 に 伸 張 さ せ る か 若 し く は 収 縮 さ せ る べ く 、 微 小 量 の 補 正 を 施
す 。
　 こ の よ う に し て 補 正 が 施 さ れ た マ ス ク パ タ ー ン に お け る 前 記 隔 絶 点 Ｐ ２ の 位 置 で の 光 強
度 Ｉ （ Ｐ ２ ） を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ） 。
　 求 め た 隔 絶 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ ２ ） と 、 所 定 の 補 正 基 準 値 と の 比 較 を 行 な い 、 求 め た 光 強 度
Ｉ （ Ｐ ２ ） が 前 記 補 正 基 準 値 に 達 し て い る か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ） 。 こ の 判
定 で 、 所 定 の 補 正 基 準 値 を 満 た し て い な い と 判 断 す る と 、 ス テ ッ プ ４ ０ か ら の 処 理 に 戻 っ
て 、 選 択 し た マ ス ク パ タ ー ン に 対 し 改 め て 補 正 を 施 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 所 定 の 補 正 基 準 値 を 満 た し て い る と 判 断 さ れ る と 、 補 正 後 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 を 行
う 。 す な わ ち 補 正 後 の マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 を 求 め 、 所 定 の 閾 値 と の 比
較 を 行 な い 当 該 マ ス ク パ タ ー ン に お け る 補 正 後 の パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
７ ０ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 補 正 後 に パ タ ー ン エ ッ ジ を 規 定 し た 後 、 終 了 判 定 工 程 で は 、 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と
設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 乖 離 値 を 求 め 、 そ の 乖 離 値 に 基 づ い て 所 定 の 補 正 終 了 判 定 基 準
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を 満 た す か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ） 。 こ の 判 定 で 補 正 終 了 判 定 基 準 を 満 た さ な
い と き 、 前 記 し た ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ か ら の エ ッ ジ 選 定 工 程 を 行 う 。
　 一 方 、 補 正 後 に 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の エ ッ ジ と の 乖 離 が 所 定 の 補 正
終 了 判 定 基 準 を 満 た し て い る と 判 断 し た と き 、 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 し た よ う に 実 施 例 １ の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 に よ れ ば 、 補 正 す べ き マ ス ク パ タ
ー ン と 設 計 パ タ ー ン と の 乖 離 を 示 す 近 接 点 お よ び 隔 絶 点 と の 光 強 度 分 布 に 基 づ い て パ タ ー
ン エ ッ ジ を 選 択 し 、 そ の 補 正 対 象 エ ッ ジ に 対 し 、 隔 絶 点 に お け る 光 強 度 が 所 定 の 補 正 基 準
を 満 た す べ く 補 正 を 施 す こ と に よ り 、 補 正 の た め に マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分
布 を 求 め る こ と を 頻 繁 に 繰 り 返 す 必 要 が な い こ と か ら 、 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 処 理 に 要 す
る 時 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 マ ス ク パ タ ー ン の 補 正 中 に 光 強 度 に 基 づ く 判 定 を 行 な い 、 改 め て 補 正 対 象 エ ッ ジ
を 選 定 す る 新 た な 補 正 工 程 が 特 徴 の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 を 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト に
沿 っ て 説 明 す る 。
　 実 施 例 ２ の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 は 、 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 工 程 と 、 乖 離 位 置 設 定
工 程 と 、 エ ッ ジ 選 定 工 程 と 、 補 正 工 程 と 、 補 正 後 パ タ ー ン 規 定 工 程 と 、 終 了 判 定 工 程 と で
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 工 程 、 乖 離 位 置 設 定 工 程 、 エ ッ ジ 選 定 工 程 、 補 正 後 パ タ ー ン 規 定
工 程 お よ び 終 了 判 定 工 程 の 内 容 は 、 前 記 し た 実 施 例 １ と 同 様 で あ り 、 図 ６ の フ ロ ー チ ャ ー
ト に お い て 、 補 正 前 パ タ ー ン エ ッ ジ 工 程 が ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ 、 乖 離 位 置 設 定 工 程 が ス テ ッ
プ Ｓ １ ２ ０ 、 エ ッ ジ 選 定 工 程 が ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ 、 補 正 後 パ タ ー ン 規 定 工 程 が ス テ ッ プ Ｓ
１ ８ ０ お よ び 終 了 判 定 工 程 が ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ に 対 応 し て い る 。
　 尚 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 工 程 内 容 の 説 明 は 割 愛 し 、 本 実 施 例 の 補 正 工 程 の 内 容 を ス テ
ッ プ Ｓ １ ４ ０ ～ ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ に 沿 っ て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お け る エ ッ ジ 選 定 工 程 で 、 補 正 す べ き マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ を 選 定
し た 後 、 選 択 し た エ ッ ジ に 対 し 前 記 し た 実 施 例 １ と 同 様 に 補 正 を 施 す （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０
） 。
　 次 に 、 選 択 し た エ ッ ジ に 対 し 補 正 を 施 し た マ ス ク パ タ ー ン に お け る 近 接 点 Ｐ １ の 位 置 で
の 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） と 、 隔 絶 点 Ｐ ２ の 位 置 で の 光 強 度 Ｉ （ Ｐ ２ ） と を 求 め る （ ス テ ッ プ Ｓ
１ ５ ０ ） 。 前 記 し た 実 施 例 １ で は 、 隔 絶 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ ２ ） の み を 求 め た が 、 実 施 例 ２ で
は 、 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） も 求 め る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の 後 、 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） と 所 定 の 選 定 判 断 基 準 値 と の 比 較 を 行 な い 、 前 記 近 接
点 光 強 度 が 選 定 判 断 基 準 か ら 外 れ て い る と き 、 改 め て パ タ ー ン の 選 定 を 行 う べ く 、 Ｓ １ ３
０ か ら の 処 理 、 す な わ ち エ ッ ジ 選 定 工 程 か ら の 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ） 。 こ の と
き 、 補 正 を 施 し た エ ッ ジ の Ｍ ｎ の 補 正 量 を 、 改 め て 選 定 す る エ ッ ジ に 対 す る 補 正 、 す な わ
ち ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ で 改 め て 選 定 し た エ ッ ジ を 補 正 す る た め の 参 考 値 と し て 保 持 す る 。 ま
た 、 選 定 判 断 基 準 と の 比 較 判 定 は 、 例 え ば 光 強 度 の 閾 値 を Ｉ ｔ ｈ と し て 次 の 式 １ の 関 係 で
示 さ れ る 。
０ .９ ５ ＊ Ｉ ｔ ｈ ＜ Ｉ （ Ｐ １ ） ＜ １ .０ ５ ＊ Ｉ ｔ ｈ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 式 １ ）
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 と こ ろ で 、 改 め て 補 正 対 象 エ ッ ジ を 選 択 す る と き 、 ｄ Ｉ （ ｐ ２ ） ／ ｄ Ｍ ｎ （ Ｎ ＝ １ 、 ２
、 ・ ・ ・ ） が 大 き く な る エ ッ ジ を 選 定 す る 。 そ し て 選 定 し た 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 し
、 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） を 求 め 、 該 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） が 選 定 判 断 基 準 内 で あ る か
否 か を 判 定 す る 。 前 記 し た 処 理 を 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） が 選 定 判 断 基 準 に 収 ま る よ う に
繰 り 返 す 。 こ の 繰 り 返 し 処 理 に お い て 、 パ タ ー ン エ ッ ジ Ｍ ｎ が ０ と な っ た と き に は 、 式 １

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-181663 A 2005.7.7



に 示 す 選 定 判 断 基 準 の 範 囲 を 拡 大 し 、 当 初 に 選 定 し た マ ス ク パ タ ー ン の エ ッ ジ Ｍ ｎ を 補 正
対 象 と し て 補 正 を 施 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） が 選 定 判 断 基 準 内 と 判 断 さ れ る と 、 次 に 隔 絶 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ ２
） と 所 定 の 補 正 基 準 と の 比 較 を 行 な い 、 前 記 隔 絶 点 光 強 度 が 補 正 基 準 か ら 外 れ て い る と き
、 選 定 し た エ ッ ジ に 対 し 改 め て 補 正 を 行 う べ く 、 Ｓ １ ４ ０ か ら の 処 理 を 再 度 行 う （ ス テ ッ
プ Ｓ １ ７ ０ ） 。 こ の 補 正 基 準 と の 比 較 判 定 は 、 例 え ば 光 強 度 の 閾 値 を Ｉ ｔ ｈ と し て 次 の 式
２ の 関 係 で 示 さ れ る 。
０ .９ ５ ＊ Ｉ ｔ ｈ ＜ ＝ Ｉ （ Ｐ １ ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 式 ２ ）
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 式 ２ の 関 係 を 満 た す ま で 、 選 定 し た エ ッ ジ に 対 し 補 正 を 繰 返 し た 後 、 前 記 し た 実 施 例 １
と 同 様 に 補 正 後 パ タ ー ン エ ッ ジ 規 定 工 程 を 行 う 。 す な わ ち マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の 光 強 度 分
布 を 求 め 、 所 定 の 閾 値 と の 比 較 を 行 な い 当 該 マ ス ク パ タ ー ン に お け る 補 正 後 の パ タ ー ン エ
ッ ジ を 規 定 （ ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ ） し 、 補 正 後 に 規 定 し た パ タ ー ン エ ッ ジ と 設 計 パ タ ー ン の
エ ッ ジ と が 所 定 の 補 正 終 了 判 定 基 準 を 満 た す か 否 か を 判 定 す る 終 了 判 定 工 程 を 行 う （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ９ ０ ） 。 こ の 判 定 で 補 正 終 了 判 定 基 準 を 満 た さ な い と き 、 前 記 し た ス テ ッ プ Ｓ １
２ ０ か ら の 乖 離 位 置 設 定 工 程 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 し た よ う に 、 実 施 例 ２ の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 に よ れ ば 、 マ ス ク パ タ ー ン に お
け る 近 接 点 光 強 度 が 変 化 許 容 量 内 に 収 ま る よ う に 補 正 を 施 し 、 か つ 隔 絶 点 光 強 度 も 補 正 基
準 に 収 ま る よ う に 補 正 を 施 す こ と に よ り 、 修 正 に よ る 近 接 点 光 強 度 Ｉ （ Ｐ １ ） の 変 化 量 を
所 定 の 範 囲 内 で 許 容 し つ つ 補 正 対 象 エ ッ ジ に 補 正 を 施 す こ と か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ の 分
岐 判 断 で ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ に 戻 る 回 数 を 低 減 す る こ と が で き る 。 従 っ て 実 施 例 ２ の マ ス ク
パ タ ー ン の 修 正 方 法 に よ れ ば 、 修 正 し た マ ス ク パ タ ー ン 全 域 の ２ 次 元 光 強 度 分 布 を 求 め る
回 数 を 低 減 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 処 理 時 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ 】 設 計 パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 位 相 シ フ ト マ ス ク を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｃ ｒ ト リ ム マ ス ク を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 レ ジ ス ト パ タ ー ン を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 ２ の マ ス ク パ タ ー ン の 修 正 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ ０ 　 設 計 パ タ ー ン
　 ２ ０ 　 レ ジ ス ト パ タ ー ン
　 ３ ０ 　 位 相 シ フ ト マ ス ク
　 ３ １ 　 Ｃ ｒ 遮 光 部 分 ３ １
　 ３ ２ 　 ０ 度 の 位 相 シ フ タ ー
　 ３ ３ 　 １ ８ ０ 度 の 位 相 シ フ タ ー
　 ３ ４ 、 ３ ５ 　 頂 点
　 ３ ６ 　 エ ッ ジ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(10) JP 2005-181663 A 2005.7.7


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

